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21U1303霍　達
21U1302王雨晨
22U1124朱澤元

東京の水辺に 賑やかに ーお茶の水・水道橋

Tokyo excavation project- Restoring the liveliness of Tokyo's waterside
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・研究の位置付けおよび対象区間：
　選定するエリアは仙台伊達藩による大規模な土木工事で生み出された人工的な
渓谷。もともとは神田山という台地があり、そこから隅田川に向けて神田川の原型と
なる流れがあったところに、平川、小石川、石神井川という3河川を接続、隅田川へ流
す河川付け替えが計画され、仙台藩は神田山を真っ二つに分断、掘削するという大
工事を命ぜられたのである。本研究はこの間で有数な階段状の敷地を選んで、版画
および歴史的写真に基き、古来人間と水辺の関係を現代的視点から復活させ、文脈
を継承し、未来に向ける水辺空間を計画することを目指している。

図1　2022時点　Googleマップにより加筆

■研究背景·選定理由

３Dカシミ

■研究背景・位置付け・対象区間

・研究背景：
　古来の江戸東京は水の都と言われていて、世界中有数な水都となっている。しか
し、近年都市開発に伴い、元々賑やかな水辺は静かになってしまい、人間と水辺の繋
がりが失ってしまった。

　神田川水道橋から御茶ノ水の間の位置付け
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図2　1644年江戸初期（出典：江戸時代以前想像図）

図3　1680年江戸時代（出典：江戸図・萬延）

図4　1880年明治初期（出典：国土地理院　旧版地図）

図5　1880年明治初期（出典：https://sakamichi.tokyo/?p=17125）

図6　1880年明治初期（出典：平凡社『ケンブリッジ大学秘蔵明治古写真』 ）

■空間構造の変容

図７　東都名所　御茶之水之図歌川広重　（出典：国立国会図書館）

図8 「お茶の水雪中の美人」　歌川広重　（出典：国立国会図書館）

 図2、図3、図4か
ら見て、江戸初期
から明 治 初 期ま
で、選定された区
間周辺の交通シ
ステムは穏 や か
に豊富になって、
市街地における
変容も大きくなか
った。この時期で
は、御茶ノ水橋は
まだ建てられてい
ないである。

 一方、歌川広重
の東都名所（図7）
、「お茶の水雪中
の美人」（図8）と
図（10）「江戸名所
図会」を見て、元
々水道橋懸樋の
方で、釣りしてい
た人、両岸に沿っ
て歩いていた人
があり、舟運の光
景見えてきた。そ
こで、江戸時代か
ら、人間と水辺の
関連性が強いと
いう認識がある。
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■空間構造の変容

図9　東京二十景　川瀬巴水　出典：江戸東京博物館 図10　江戸名所図会　国会図書館所蔵

 図11から図13までを見ると、明治初期から昭和初期の間御茶ノ水橋が
建てられて、川添の都市構造はあまり変更しなかったという認識を持っ
ている。一方、この時期では甲武鉄道と東京電気鉄道が建設され、鉄道
という交通手段は日常生活に進出してきた。
 
 しかし、その時期の版画作品（図9）を見ると、舟運という交通機関はま
だ神田川に使われていた。現在では、水道橋駅から御茶ノ水駅の間の
神田川は昔舟運の風景が残されていないである。
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■空間構造の変容

■まとめ

図15　甲武鉄道の飯田橋ー御茶ノ水区間（出典：https://-
sakamichi.tokyo/?p=17125）

図14　御茶ノ水橋上をゆく東京電気鉄道（出典：https://-
sakamichi.tokyo/?p=17125）

　明治末期から、東京電気鉄道と甲武鉄道の開通と伴い、人々の移動手段を変わられてきた。その後、舟運という交通手段は益々鉄
道や車という新しい交通機関に取り替えてきた。その後、人間と水辺のつながりがどんどん失ってしまった。

①図14　明治三十
七年（1904年）十
二月八日、東京電
気鉄道（外濠線）の
御茶ノ水ー土橋（
新橋近く）間が開
通。御茶ノ水橋の
上を路面電車が渡
ることになる。

②図15　同年十二
月三十一日、甲武
鉄道の飯田橋ー御
茶ノ水の電化区間
が開通（のちに国
鉄となり国鉄初の
電車となる）。

　1904年（明治37年）12月31日に飯田町から御茶ノ水までの路線が当初から複線電化で開通し、御茶ノ水駅がこの際に開業した
1904年（明治37年）12月31日に飯田町から御茶ノ水までの路線が当初から複線電化で開通し、御茶ノ水駅がこの際に開業した。

図11　1920年大正時代（出典：国土地理院　旧版地図）

図12　1930年昭和初期（出典：国土地理院　旧版地図）

図13　1955年昭和中期（出典：国土地理院　旧版地図）
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■῜ⅳԎԛ

2022年10月21日から2023年一月まで、三回の調査を行った。調査結果は以下になる。

①水道橋駅の歩道側から御茶ノ水駅まで歩いて、護岸側における遊歩道のエントランスが三っ
ヶ所があり、全部閉鎖されている。途中で停留（休憩）できる場所は存在していない。
②既存している歴史的跡地における記念碑などがのに、場所における記念性があまり高くない
。
③水辺の空間は完全に利用されていないし、水辺の風景を鑑賞できない。

現地調査により、水道橋駅からお茶の水駅の間の歩道側から水路はあまり見えていないし、水
辺側の遊歩道が閉鎖されていて、人が休憩出来る場所や水辺での楽しさも無くなってしまった。
ということで、古来人間と水辺のつながりが失ってしまった。

図
1
6
　
区
間
の
間
で
の
地
形
断
面
（
筆
者
に
よ
り
）
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■提案・コンセプト

　隅田川で舟遊びをする人々を描いた「
東都両国川開繁栄図」（1858年）。空には
花火が打ち上がり、川には豪華に飾りつけ
られた屋形船、芸者や町方の女性たちを
のせた屋根船（やねぶね）、人々に飲食を
提供するうろうろ舟など、様々な船がひし
めきあっています。

歩行者 船 鉄道

過去でも、現在
でも、未来でも
変 わらないペ
ース。

江戸東京における
水都市のペース

現代生活におけるペース

いま大都市に暮らしている人に時空の交錯が感じ
られる居心地を創出し、水都市という江戸東京の
水辺における楽しさ及び場所愛着を未来に向い
て継承、復活させる。

三つの交通機関→三つのペースを共存させるこ
とを目指している。さらに、人間と水辺のつながり
を再構築し、既存している空間を活性化させ、快適
で回遊性が備える水辺空間を創出することを目
指している

・コンセプトの切口

・コンセプトの趣旨-時間のスビートを感じられる

・コンセプトの趣旨

図17　「東都両国川開繫栄図」1858 　出典：すみだ郷土文化資料館

我々が暮らしている都市で時間のスビートを感じられること
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■ิσ·ֹڐ選定

図18空間のトポロジ（Space is the machine: a configurational theory of 
architecture）

図19　スペースシンタックスで解析されたChoiceの数値（筆者により）

IntegrationとChoiceの数値により、具体的な敷地を決める。

敷地①水道橋駅前
敷地②順天堂大学交差点前
敷地③聖橋前

・1970年代　イギリス有数の建築学・都市計画学の名門校である
ロンドン大学University Collage London(UCL) バートレット校にお
いて、初期のスペースシンタックス研究が生まれた。
住宅の間取りや都市の街路などを対象に、個々の場所の特性を「繋
がり方、関係性」という要素に 着目して、数学的に(グラフ理論を用い
て)分析する、という全く新しい空間分析手法を提案した。

・計算する方法：NACH：log(Choice値 ＋1）/log(Total depth値＋3)

Choice：標準化されて通過する可能性

インテグレーションは値が大きいほど中心的ということになる。

・指標：
　Integration（インテグレーション）：赤っぽい色の軸線は中心的な特性
、青っぽい色の軸線は奥まった特性を持っていると言える。この値を標準
化したものが、Integration（インテグレーション：近接中心性）という指標
である。

■提案地を選定する方法
快適な休憩スペース及び回遊性を創出するため、スペースシンタックスにより、歩行者の動線を解析した。
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■SITE選定結果

SITE１ SITE２ SITE３

図20：SITE選定

図21：水道橋付近 図22：水道橋懸樋跡地 図23：順天堂大前の交差点前 図24：御茶ノ水橋前 図25：聖橋前
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図26：第一か所　水道橋駅懸樋跡地の再生

図27：全体的パース 図28：全体的パース

■第一ヶ所概説

第一か所は元々の水道橋
懸樋跡地の方に位置して
いる。今の現状から見ると、
緑道（遊歩道）側は閉鎖さ
れている。上部記念碑の周
辺も狭いし、歴史的記憶は
継承されていなかった。コ
ンセプトに通り、図26を示
しているように、時空にお
ける三つのペース（鉄道、
船、歩行者）は調和的に共
存させ、江戸の矢形船も復
活させ、人間と水辺の繋が
りは再構築された。

■第一ヶ所の設計手法

図27を示しているように、
第一か所は三階建の施設
と認められ、歩道階は既存
している懸樋跡地のテラス
に基き、相対的回遊性があ
るテラスを創出した。一方、
中層は既存している遊歩
道を利用し、沿岸の遊歩道
繋がることを目指している。
下部分は船着場をつくり、
矢形船は港の一部として使
われ、商売、食事の機能付
き、来往の観覧船と繋げて
いく。
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図29：歩道階のパース

図31：総武線からテラスを見る 図32：矢形船で交易する光景

図33：矢形船カフェ

図30：歩道階のパース

図29と図30は歩
道階のイメージ
を示している。現
状より、相 対 的
広くなり、水道橋
駅方面と繋がて
、周 辺 点 在して
いる学校の学生
さんや社会人を
懸樋跡地に誘導
して、場所記憶を
伝承でき、教育
する意義がある
。

図 3 1は総 武 線
側からテラスを
見る夜景であり
、現状より、神田
川の活性を一層
盛り上がってき
た。

図32と図33から見って、元々隅田川で活躍した矢形船が復活させた。矢形船が備
えている商売機能は港の機能と合わせて、神田川の沿線に配置する予定である。
一方、矢形船も移動でき、神田川から隅田川までの間で移動しながら販売すること
も期待できると思う。そして、この第一ヶ所は始発駅として使われて、現在静かな水
辺空間を賑やかにさせ、江戸東京のスビート感覚を一体にさせ、水辺の居心地を
創出することを目指している。

˙าಓ֊ͷಛ௃

˙ςϥεͷಛ௃

˙ધண৔ͷಛ௃
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図34：全体的パース

図35：第二ヶ所の断面図 図36：水辺からテラスの全体像を見る

■第二ヶ所の概説

第一か所は元々の水道橋
懸樋跡地の方に位置して
いる。今の現状から見る
と、緑道（遊歩道）側は閉
鎖されている。上部記念
碑の周辺も狭いし、歴史
的記憶は継承されていな
かった。コンセプトに通り
、図34を示しているように
、時空における三つのペ
ース（鉄道、船、歩行者）は
調和的に共存させ、江戸
の矢形船も復活させ、人
間と水辺の繋がりは再構
築された。

■テラスのコンセプト

神田川の川添で有数的
な階段状地形を用いて、
大学、病院、自治体、運営
会社という官産学民で連
携する共用公共施設を狙
っている。
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図37：第二ヶ所の全体像 図38：遊歩道からテラスを見る 図39：総武線の中からテラスを見る

図42　第二ヶ所船着場のイメージ図41　歩道階のイメージ図40：テラス階のイメージ

図37と図38を示しているように、SITE-Bは交差点
の前に位置しており、神田川で有数の多段階地形
を活用し、SITEAの遊歩道と繋がり、SITE-Cに向
いて伸びている。多様な地形に恵まれ、船着場を
含めて四階たてのテラスを創出した。この敷地は
現在選定された区間において、中心核として使わ
れ、カフェ、バーベキューなど機能付き、大きな矢
形船があり、多様な商売機能がこの中で集約され
ている。

図40と図41は歩道階とテラス階のイメージをしめ
している。現状より、より開放感が高いオープンス
ペースを創出し、水道橋駅から御茶ノ水駅までの
間で移動、暮らし、活動している方に休憩できるス
ペースを創出してくれて、鉄道ファンにも電車を撮
る場所を提供してくれた。

図42は第二ヶ所（交差点前）の港であり、三ヶ所の
中に一番大きな矢形船を留まった。この矢形船は
単なるに商売しているだけでなく、飲食スペース
や釣り場というスペースも用意している。この場所
では神田川の沿岸風景を鑑賞でき、人間と人間
および人間と水辺、人間と電車の繋がり（図39）を
よく見られる。

˙શମతΠϝʔδ ˙ςϥεͷಛ௃ ˙ધண৔ͷಛ௃
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˙ఏҊ ୈࡾϲॴʔޚ஡ϊਫӺલ

第三ヶ所は御茶ノ水駅前に位置している（43）。聖橋と御茶ノ水駅に挟まれている。こと周辺は鹿島建設の駅再生工事の故に混雑な状態になって
、竣工以降、駅側とテラス方面と有機的に並んでいて、既存している「暗い、深い、狭い」というイメージを一層改善することを目指している。

図43：第三ヶ所の全体像
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図44：全体的パース 図45：全体的パース

図46：全体的パース 図47：全体的パース

図面44と45をしめしているように、現状における深い護岸の側面でテ
ラスと船着場を創出し、周辺の学生さんやサラリーマンに停留、休憩
できる場所を作り出し、遊覧船に乗っている観光客に便利な乗換場
所を提供した。

船着場はわりと小さい矢形船が止まっていて、暫く遊覧船の終着駅と
して使われている。上の方は御茶ノ水駅方面と連絡していて、観光客
も地元の人も楽しめる場所である。

˙ςϥε෦෼ ˙ધண৔ɾ໼ܗધ෦෼
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まとめ・考察

本提案の動画のQRコード　⇒「LINE」でスキャンして「YouTube」で鑑賞してください。
（本動画の著作権は自分で持っている）

　本調査は江戸東京の場所記憶および文化的イメージを発掘し、地域における住民が環境に対する
実体験をより一層向上させ、日常的交通手段から文化的復興を再構築した。将来、選定された敷地空
間に限らず、神田川における全体的歩道階空間の環境を改善することを期待している。
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௨ͷझຯΛ࣋ͭॅຽಉ࢜ͷίϛϡχέʔγϣϯͷ৔Λ૑ग़͢Δɻڞ

4*5&�� ॅ୐

༡าಓΛ઒ଆʹͤΓग़͢͜ͱͰ
઒ଆͷ׆ಈΛ૿΍͢

֊ஈΛ߱ΓͨઌʹΧγχϫςϥε

ॅ୐ͷறं৔ϐϩςΟΛར༻ͨ͠ྫࣄ
(PPHMF�NBQ ΑΓ

Χγχϫ

ॅ୐ͷறं৔ϐϩςΟΛར༻

༡าಓʹͭͳ͕Δ֊ஈ

ॅ୐றं৔͔Βͷͭͳ͕Γ /ϐϩςΟൈ͚

ੜ͕׆ʹ͡Έͩ͢

पลͷॅ୐͕ڞಉͰΧγχϫΛར༻͢Δ
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̓� ఏҊ

4*5&� ͸ɺҿ৯ళ΍ି͠ΦϑΟε͕ूத͍ͯ͠Δ͜ͱ͔Βɺ঎ۀΤϦΞͱͯ͠ઃఆɻ
Տ؛஍Ͱ͋ͬͨ࣌୅͔Βଓ͘Ҵՙࣾ͸ɺࡏݱ΋࣏ࣗձʹΑͬͯҡ࣋͞Ε͍ͯΔ͜ͱ͔Βɺ
ਓ͕ू͏੨ۭൈ͚޿৔ͱͯ͠ܭըɻ
ྲྀઢܗͷςϥε΍ՖஃΛ੔උ͢Δ͜ͱͰɺಓ࿏͔Β޿৔ɺ઒΁ͱΞΫςΟϏςΟ͕ྲྀΕࠐΉɻ
ି͠ΦϑΟε΍ҿ৯ళ͸ɺར༻ऀ͕઒ʹ͔ͯͬ޲աͤ͝ΔΑ͏ൈ͚ͷૢ࡞ΛՃ͑Δɻ
றं৔Ͱ͸ఆظతʹΠϕϯτΛ։͢࠵ΔͳͲɺ৽ͨͳར༻ํ๏ΛఏҊ͢Δɻ

ΧʔϒΛ༻͍ͯ઒΁༠ಋ͢Δ

4*5&�� ঎ۀ

�֊Ҏ্෦෼ʹେ։ޱΛઃ͚Δ

Ҵՙࣾ޿৔ͷར༻ /੨ۭൈ͚

றं৔ͷఆظతͳ׆༻ /੨ۭൈ͚։์తͳି͠ΦϑΟε /ۭதൈ͚

େ։ޱΛઃ͚ͨି͠ΦϑΟε

઒ଆʹ։͍ͨΧϑΣͷςϥε੮

றं৔ͷϐϩςΟൈ͚͔Β઒ʹग़Δ

றं৔Λ։์ͯ͠ϙοϓΞοϓΛ։͘

Ҵՙࣾͷ޿৔Λ௨ͬͯ༡าಓʹग़Δ

Χʔϒͷ͚ͭͯ઒΁ಋ͘

੢ଆͷҿ৯ళ΍ି͠ΦϑΟε
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̓� ఏҊ

4*5&� ͸ɺެԂ΍྘ಓ͕͢Ͱʹ੔උ͞Ε͍ͯΔ͜ͱ͔Βɺ͍ܜΤϦΞͱͯ͠ઃఆɻ
ެԂ͸২࠿ʹΑΓ઒΁ͷࢹઢ͕ःΒΕ͓ͯΓɺ఺ݕ༻ͷϋγΰҎ֎ʹ༡าಓ΁߱ΓΔखஈ͕ͳ͍ɻ
·ͨ྘ಓ͸ɺର؛ͷધண৔ͳͲُౡ઒ಠಛͷָ͕͠؍ܠΊΔ͕ɺ઒ͷ͘͝Ұ෦ʹ͔͠੔උ͞Ε͓ͯΒͣ
Γͷ͋ΔΞΫςΟϏςΟ΍ଟ໨తͳར༻͕೉͍͜͠ͱ͕՝୊Ͱ͋ͬͨɻ͕ܨ
͜ͷͨΊɺެԂ͸઒ʹ։͚ΔΑ͏২ܭ࠿ըΛݟ௚͠ɺ઒΁ྲྀΕࠐΉΑ͏ͳ֊ஈ޿৔Λܭը͢Δɻ
๏ΛఏҊ͢Δɻํ༺׆ͷܕ٬੮ͱͯ͠ར༻͢ΔͳͲɺൃల؍ͷࡍ͏ߦଘͷ྘ಓΛਫ্εςʔδͰΠϕϯτΛط

༡าಓʹ߱ΓΒΕΔ֊ஈΛઃ͚Δ
઒ʹ͚ͯ޲σοΩΛͤΓग़͢͜ͱͰ

઒ଆͷ׆ಈΛ૿΍͢

4*5&�� ͍ܜ

ެԂ͔Β৳ͼͨςϥε֊ஈ /੨ۭൈ͚

ެԂ͔Β৳ͼͨ֊ஈͰ༡าಓ΁߱ΓΔ

྘ಓͱਫ্͕ͭͳ͕Δ /੨ۭൈ͚

सΛར༻ͨ͠ਫ্εςʔδ

྘ಓ͔ΒεςʔδΛ؍ཡ
सண৔͕όοΫʹͳΔ

सண৔ ྘ಓ
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̔� কདྷ૾ʢཱ໘ʣ

4*5&�� ঎5*4ۀ&�� ͍ܜ
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4*5&�� ॅ୐ 4*5&1� ఺ڌ
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